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もうひとつの　SAKIMORI
山村（原案・石藏拓）
NANA（七）CORPORATIONN


───────────────────────
                      


もうひとつのSAKIMORI
★久留牟田　沙樹子(４０)(脚本家)
　英次(５１)(映画会社重役)
　守一(２８)(？)
武藤(５８)(映画会社オーナー)
　白沢監督(５３)
　石井(４９)(プロデューサー)
★元岩ケイコ(３２)(脚本家たまご)
★節子(６０)(お手伝)
★白百合マリア(３８)(女優)


　一場　真夜中の帰り道
　　　　暗転中。車のドアを閉める音。スポーツカー速度上げて走る。
　　　　明転。舞台上、運転する男と助手席の女の顔。

サキ　　(あくびをしてチラッと英次を見てしまった！という顔)
英次　　今夜はずい分お疲れのようだね。
サキ　　(バックミラーで目尻の化粧よれを直しながら)
　　　　だってずっと徹夜続きだったのよ。第一稿から決定稿まで何度書き直したことか。あんなにわからずやの監督、初めてよ。
英次　　新進気鋭の監督、現わる！なんて注目されているから意気込んでいるんじゃないか。だけどその彼が「脚本は是非久留牟田沙樹子さんに！」と名指しだったんだから光栄なことじゃないか。
サキ　　そうかしら。私はてっきり貴方が裏で私を推したんじゃないか、って思っていたんだけれどな。
英次　　確かに僕も推したよ。
しかしそれは君の才能を充分知っているからだ。
新進気鋭と評判の彼だが、会社やスポンサーを背負っての本格的な映画作りは今回が初めだろう。脚本は君でないとスポンサーも首を縦に振らなかったと思うよ。
サキ　　あら、お誉めにあずかります。
それで今夜は私の好きなピンクのシャンパンを？
英次　　そう‼クランクインのお祝いに。
それと僕の隠しきれぬ君への下心に。
サキ　　アハハハ
英次　　あっ‼
サキ　　キャーー！
(まぶしい光、ハンドルを切る音、ブレーキ音)
　　　　暗転
英次　　サキ、大丈夫か？

明転。舞台は夜の道路。端に人が後ろ向きで倒れている。
英次、サキの体をいたわりながら出てくる。
サキ、打った腕の痛みで顔をゆがめながらヨロヨロと歩いてく。
英次、道路を見回わし倒れている人を見つける。

英次　　あっ！(男に駆け寄り)生きてる…よかった…






英次　　(英次、立ち上がり、携帯でかけようとするが繋がらず)
ここは通じない。救急車を呼んでくる。(行く)

　　　　(サキ、倒れている人の横に行き、のぞき込む。するとその人は上　　　　半身を起こし振り返りサキを見る。)
サキ　　あっ…(体が固まる)
(振り返ったのは、驚ろく程美しい青年だ。
　　　　サキ・青年、時が止ったように見つめ合う。ニコリと笑う青年。)

　　　　暗転


　二場　美しい青年
　　　　サキの自宅。大きなソファにサイドテーブル(のみ)
英次と白沢監督が座わり、石井プロデューサーが歩きながら、
これから作る映画の話しを熱く語っている。
少し後ろに石井プロデューサーが連れて来た元岩ケイコ
が立って、お手伝の節子がお茶を出している。
ケイコをチラチラ見ながら

英次　　で、タイトルは？
石井　　「はくすきのえ」６６３年の白村江の戦いを描いたものだ。
白沢　　(英次に)そのままだろう(笑)
石井　　日本人や百済人が、中国人や朝鮮人によって
　　　　朝鮮半島から追い出された遺恨の戦いだ。
英次　　遺恨の戦いか。
石井　　日本は勝てるのに負けた。
白沢　　まさにミッドウェイ海戦の古代版だな。
石井　　しかしこの大敗後、日本の内部に危機感を感じ新体制を作り、
　　　　防衛の為に防人という守備隊を組織したんだ。
英次　　防人…か。
節子　　あら、さだまさしの防人の歌、私、大好きなんです。
“海は死にますか、山は死にますか、教えて下さい”
(皆の顔を見て)あっ失礼しました。
皆　　　(皆笑う)
白沢　　でな、この映画は大作だから脚本を数人の脚本家に
　　　　割り振ることになってね。
石井　　防人の悲恋部分を是非サーキーに書いてもらいたいと思って、
　　　　こうして頭首揃えて来たんだ。
英次　　そういう事だったのか。
石井　　昨日、サーキーにはおおかたの事は話したんだけど
　　　　返事をもらえなかった。
　　　　それで英ちゃんにあと一押ししてもらえれば、と。






英次　　ただならぬ白沢監督のお願いとあれば。
白沢　　そりゃありがたい。
石井　　えっ？俺は？俺の為じゃないの？
白沢　　サーキーに一押ししてくれるっていうんだからそれでいいじゃない。
石井　　いいや、誰の為に動くのかってそこが大事だよ。
英次　　だから白沢監督の為だよ。
石井　　本当かよ…俺達の仲ってそんなもんかよ…
英次　　ああ！
石井　　あっ、それからもう一つ、噂のこと、言っておいてくれよ。後でもめると困るだろう。
英次　　ああ、わかった。
節子　　(上手から出てきて)先生、お帰りです。(入る)
サキ　　(上手から)ただいま。
白沢・石井　お帰り。
サキ　　あら、お三人お揃いでお出迎え？
石井　　映画の四方山話をするのにはここでなくっちゃ。
白沢　　サーキー、「男と女の詩」って知ってる？
サキ　　ああ、クロード・ルルーシュの作品ね。
　　　　映画「男と女」のエンディングから始まるの。
白沢　　ほぉシャバダバダか。どんな内容なんだい。
サキ　　ひと言で言うと「黄色いハンカチ」のフランス版ね。
白沢　　お、高倉健の「幸福の黄色いハンカチ」の話しかい？
サキ　　宝石店を襲撃に失敗して刑務所に入った男が出所するの。
　　　　そして恋人の家に行くんだけど、すでに見知らぬ男が
　　　　主人顔で出入りしているの。
　　　　男は女に会わないで去る決意をするんだけど……
最後にひと言、その女の声が聞きたくて電話するの。
ベッドにいた女が電話に出るんだけどその女の横には
ほかの男が寝ているの。
白沢　　皮肉だなぁ。男はガラスのハート、お別れにひと言か…
サキ　　女は隣りに寝ていた男を追いだして、
「待っている、すぐ来て！」って言うの。
白沢　　ほほ～それで(目が輝く)
サキ　　再会するの。そして女は言うの。「あなたを待っていた。
　　　　でも私は女よ。恋をしていないと女を維持できないの。」
英次　　私は女よ…か。
サキ　　男は信用できない顔をしながら黙って女の顔を見る、
　　　　そこで映画は終わるの。
白沢　　人生の辛酸をなめた本当の男と女の話だな。ありがとう。
　　　　この映画のことを尋ねられて知っていると
　　　　嘘をついてしまったんだ。
　　　　サーキーなら見ていると思ってね。これで面目が保てるよ。
石井　　サーキーの頭の中には莫大な映画が入っていて鮮明に
　　　　覚えているんだからな。
サキ　　映画のプロデューサーに誉められるなんて光栄です。
　　　　それで今日の本題は？
(白沢と石井、顔を見合わせ)
石井　　昨日の大作映画「はくすきのえ」の脚本の件で。
サキ　　ああ、悲恋部分をって話しね。だけど書く人は何人もいるんでしょう。
石井　　だから、一番大事な場面だからこそ是非ともサーキーに書いてもらいたいんだ。だってそうだろう。大作なんだ。
英次　　サーキー受けたらどうだ？いい仕事じゃないか。
サキ　　どうして？一つの作品を何人もの脚本家が書くのよ。見比らべられて、悪口言われるのがおちよ。
英次　　だからやり甲斐があるじゃないか。やっぱりサーキーの脚本はいいって言わせてやれよ。
サキ　　……
　(白沢・石井うなずく)
節子　　何人もの脚本家が書こうが、先生の脚本が一番いいに決っているじゃないですか！
男達　　……(うなずく)
サキ　　全然のり気じゃないけれど……節子さんが言うから仕方なくやるんですからね。
石井　　よし！やったぁ！
白沢　　ありがとうサーキー。いい映画になるのは間違いなしだ。
石井　　今夜はうまい酒が飲めるぞ。
　(監督に)早速くりだしますか。
白沢　　ああ、そうしよう。サーキー、じゃ頼んだよ。
サキ　　はい。やらせていただきます。
石井　　じゃ英ちゃん、お先に。(頼むよ、と目配せをする)
　(白沢・石井、女を送りに節子も入る)

サキ　　(玄関の方を見ながら)あの女性は誰？
英次　　石井のところの娘だろう。
サキ　　ふぅん、石井さん、やけに嬉しそうに帰ったわね。
英次　　サキが「はくすきのえ」の脚本を受けてくれたからじゃないか。
節子　　(節子が入ってきて)男の方は若い女性がお好きなんですね。
サキ　　あぁ、そういうことか。人をダシにして。
節子　　英次様は夕食召し上がっていらっしゃいますか。
サキ　　ええ、もちろん。ねっ(っと英次に)
英次　　じゃ、頂いていこうかな。
節子　　今日は、沼津の極上の干物が送られてきたんです。では、腕によりをかけて。
サキ　　焼くだけでしょう？
節子　　はい。では焼いてまいります(入る)
サキ　　あはは、節子さんの顔
英次　　サキ…
サキ　　ん？
英次　　いったいどうするつもりだ？
サキ　　何が？
英次　　彼のことだよ。
サキ　　あぁ、守一のこと？どうするつもりって？
英次　　君が常軌を逸したことをやっている、って撮影所の皆が噂している。
サキ　　常軌を逸しているって大袈裟な。
英次　　だってそうだろう。一人身の女性の家に若い男が入り込み住みついているっておかしいだろう。いったいあの若者は君の家で何をしているんだい？
サキ　　療養よ。あの人、あの時に脚を酷くやられていてそれが回復しつつあるの。それにお金も家族もないんだから。英次、彼の怪我は私達にも責任があるんじゃない？
英次　　彼は僕の車にめがけて飛び込んできたんだぞ。僕は危うく人をひくところだったんだ。
サキ　　彼、言っていたでしょう。パラダイスっていうドラッグをいっぱい飲んでいて、ヘッドライトかなにか他のものと思い込んで車だと思わずつい。
英次　　つい飛び込んだと？ドラッグをいっぱい飲むような男を信じられるか？サキ、何かあったらどうする。
サキ　　何かって？
英次　　たとえばレイプして殺すかもしれない。
サキ　　英次、あなた映画の見過ぎ、いいえ映画の作り過ぎ？(笑)
英次　　笑いごとじゃない。彼は僕達を危うく死なすところだったのに、病院に入った２日後には自分の家に居候させているなんて…彼を病院に残しておくことはできたはずだ。
サキ　　でもあの病院はとても陰気な感じがするって。
英次　　陰気な感じ？
サキ　　そう言ったのよ、彼。私もそう思ったわ。
英次　　名前は？彼の名前は？
サキ　　しゅういち。お守りの守に、漢数字の一で守一。
英次　　住まいは？家族は？仕事は？
サキ　　家族はいないって。あとは何も言わないのよ。本当よ。
英次　　僕には少なくとも今回関わった責任があるんだ。君は非常識なことをしている。それが心配だ。
サキ　　…
英次　　今夜は失礼するよ。(出て行く)

　　　　(守一の事を考えていると節子が入って来る)
節子　　英次様、お帰りになったんですね。美味しい干物を焼いたのに。
サキ　　私が二枚食べるわよ。
節子　　先生。英次様がご心配するのは当然ですよ。
サキ　　立ち聞きしていたの？
節子　　座わって聞いてました。
サキ　　あきれた…
節子　　一つ屋根の下に女と男が、それも若い男と一緒にいるなんて…。
サキ　　節子さんまでそんなことを言うの？いい、守一はケガしているのよ！
節子　　ケガしているのは足、両手は元気！それにその足も回復しつつあります。
サキ　　(ため息)彼、いくつ下だと思っているの？
節子　　一回り…ぐらいでしょうか。
サキ　　そんな年下の男が恋愛対象なんてあり得ないわ。
節子　　こんな年上の私なんかって思っていてもいざ若い男に言い寄られたら自分の年なんてすっかり忘れてフラフラっと。女ってそういうものです。
サキ　　私は節子さんとは違うの！
節子　　私がそんなふしだらな女とお思いですか？
サキ　　じゃぁ、私がふしだらだって言うの！
節子　　どこの馬の骨かわからない若い男を自宅に住まわすなんて。私も、この年になって夫以外の男の下着を洗うなんて思いませんでした。それもあんなにいやらしい下着。
サキ　　あっ！節子さんの亡くなったご主人、白のブリーフだ。
節子　　えっ？なんで知っているんですか？まさか先生、うちの主人と！
サキ　　昔の普通の男は白いブリーフだったのよ。今どき白いブリーフはいていたら気持ち悪いわよ。
節子　　白いブリーフ…ダメなんですか。でもあんな小っちゃくて赤だの青だのしましまだの。うう
サキ　　ボクサーパンツっていうの。私が買ったのよ。
節子　　えっ、先生が？
サキ　　仕方ないじゃない。退院したけれど動けなかったんだから。
節子　　そうして手取り足取りお世話していたらいつまでたっても出ていきませんよ。
サキ　　出ていきたくなければ、ここに居ればいいんじゃない。
節子　　(あきれ顔で)英次様がご心配しているのは若い男ではなく先生のお気持ちです。やきもちですよ。
サキ　　やきもち？
節子　　それに、先生の様なお名前のある方が、若い男を囲っているという噂が立ったら、仕事にも支障を来すんじゃないですか。
　　　(いつの間にか立っている守一)
守一　　これ洗濯機に入れておいていいですか。
節子　　あっ、はい。お預りします。(洗濯物を受け取り)
守一　　馬の骨のボクサーパンツですが(サキを見て笑う)
節子　　(そそくさと入る)
守一　　(節子を目で追い)僕、ずい分迷惑をかけているようです。
サキ　　そんなことないわ。
守一　　(静かに目を伏せる)

サキ　　守一、私があなたをここに連れて帰って来たのは怪我を負わせた責任感でも、助けたいという善意でもない。ましてや名のある脚本家としての偽善的精神でもない。ただ
守一　　ただ？
サキ　　あなたが美しかったからよ。それだけ。完璧な造形で非の打ち所がない。おそらく北欧人の血が流れているのよ。
守一　　(クスっと笑って)すごい観察眼だ。
サキ　　でしょう。当たったかしら。
守一　　……僕は両親を知らない…孤児院で育って車の修理会社の経営者夫婦の養子になったんです。それでカーレースに夢中になってレーサーの修行に入りました。
サキ　　レーサー。素適ね。
守一　　だけどその頃養父母が強盗に襲われて殺されてしまったんです。
サキ　　…殺された…の？
守一　　はい。僕は結局ライセンスがとれなくて見よう見まねで覚えた車の整備や修理をして生きていました。だんだん生きる目的がなくなって……。放浪したり、ドラッグ覚えたり喧嘩したり…
サキ　　それであの日、私達の乗っている車に。
守一　　…人はいつか死ぬんです…(遠くを見る)
サキ　　…？……
守一　　あっこれ読みました。(手に持っていた原稿用紙の束)
サキ　　「愛去り」映画の脚本よ。まだ未完成だけど、夫婦が誤解から別れる話。
守一　　僕、原作を読んだことあります。夫が理由を言わず去っていく…男の嫉妬ですかね。
サキ　　そうなの。でも私はこの男の気持ちが理解できないの。一人で苦悩して去って行くなんて。なんではっきり言わないのかしら。
守一　　(クスっと笑う)
サキ　　本当に妻を愛していたのかしら。ね、あなたは女性を心底愛したことがあるの？
守一　　まだ…ないです…じゃ、あなたは心底男性を愛したこと、ありますか。
サキ　　あるわ。死ぬ程愛した。夫になった人よ。だけどその夫は他の女性と恋に落ち私を捨てた。まるで子猫を捨てるようにね。
守一　　死ぬ程、悲しい思いをしたんですね。
サキ　　うん…それがね、その時は悲しむどころかむしろホッとしたの。だって
朝から晩まで歌舞伎でうんざりしていたからね。
守一　　…
サキ　　でもね、風三郎が本当に去ってしまってからショックで、まるで病気になった植物のようだった。
守一　　風三郎って誰ですか？
サキ　　え？風三郎を知らないの？時代劇では銀幕の大スターと呼ばれたわ。彼って陽気で優しくて。私幸わせだったわ。
守一　　で、彼はあなたを愛していたんですね。
サキ　　…白百合マリアが彼に夢中になってしまって。
守一　　白百合？
サキ　　いくらあなただって白百合マリアという女優のことは聞いたことがあるでしょう。鼻もちならない大女優よ。
守一　　？
サキ　　つまり風三郎は私を捨て白百合マリアと結婚したの。
守一　　ひどい男だ。
サキ　　だけど２年後にマリアは風三郎を捨てたの。彼はその後酒びたりになって落ちぶれたわ。
守一　　(SE　何かが崩れる様な音。同時に守一低くうめき)
サキ　　どうしたの？痛いの？気分が悪いの？
守一　　なんだか僕、もう二度と歩けない様な気がする…
サキ　　ごめんなさい。私、喋り過ぎたわ。疲れたのね。歩けるわ。きっと完治する。大丈夫。それに、あなたがいたければずっとここにいればいいの。
守一　　(じっとサキを見る)あなたって人は。
(部屋へ行く為に立ち上がり)僕だったらあなたを捨てるなんて絶対にできない。(歩いて行く)
サキ　　……

　　　　暗転

三場　風三郎の死
　　　　(節子が掃除していると英次が入って来る。)
英次　　節子さん。
節子　　あら、英次様、おはようございます。お早いですね。
英次　　サキは？
節子　　ゆうべ徹夜なさったんでまだお休みですが。
英次　　サキを起こして欲しいんだ。
節子　　はい、かしこまりました。(起しに行く)
　　　　(守一が入って来て英次を見てにこりと笑う。
　　　　そこにガウンを着たサキが入って来る。)
サキ　　おはよう、英次。ゆうべは頑張って書いたのよ。
　　　　(あくび)もう少し寝かせて欲しかったなぁ。
英次　　驚ろかないで聞いて欲しい。風三郎が死んだ。
サキ　　……えっ……
英次　　君の夫だった風三郎が死んだ。自殺だ。
サキ　　…死んだ？…うそよ、うそ…
英次　　本当なんだ。この近くのホテルで昨夜、自殺した。今朝従業員に発見された。原因は…わからないそうだ。サキ、聞いているかい。
サキ　　ええ、ええ、聞いているわ。風三郎が自殺なんてあり得ないわ。
英次・守一　……
サキ　　だってあの人そんな勇気はないもの。そうでしょう。自殺をする人間は多くの勇気がいるわ。
英次　　風三郎には身内も誰もいないから元妻のサキに確認して欲しいと警察から連絡があった。とにかくすぐに行く用意をして。
節子　　はい。(サキの部屋へ向う。)

英次　　僕は車で待っている。(と言って出て行く)
サキ　　行かなくちゃ。何を着たらいいのかしら…何を
守一　　何故あなたはこんなに動揺しているんですか？
サキ　　(守一を見るが見えていない。遠くを見つめ)
　　　　あの人の陽気さ、あの人の笑い声、あの人の胸、あの人の…私はみんなみんな知っている…だからわかるの。あの人は自殺などしない。
守一　　……

　　　　サキ、用意をする為に自室に行く。
　　　　入れ替わりに節子がサキのバッグを持って来る。
　　　　サキ、コートを着て手にサングラスで出て来る。
　　　　節子からバッグを受け取るとサングラスをして出て行く。
　　　　節子、後に続く。
　　　　SE　車のドアの閉まる音、車の発車する音。

守一　　(ゆっくりと入る)
　　　　誰もいない居間。時間経過を照明変わりで表現。
　　　　SE　車の止まる音、ドアの閉める音
　　　　節子、部屋から玄関へ行く。
　　　　SE　「お帰りなさい」
　　　　サキ、英次、入ってきてソファに座る。
　　　　節子、サキのコートとバッグを持って部屋へ行く。

サキ　　英次、傍にいてくれてありがとう。助かったわ。
英次　　役に立てたかどうかはわからないが。
　　　　僕は、君が風三郎を心から愛していたのを知っていたからな。別れたとはいえ夫婦として過ごした時間はかけがえのないものだからね。
節子　　(出てきて)何か熱いものをお持ちしましょうか。
サキ　　なにも喉に通りそうもないわ。
英次　　サキは立派だったよ。ご遺体と対面した時も背筋をピンと伸して…気丈だ。
節子　　先生はお強い方ですから。
　　　　しかし何故先生がご遺体確認に行ったんですか？順番からいえば、先生の後に結婚した白百合マリアさんが行くんじゃないんですか？
英次　　本来ならばマリアが行くべきだが、マリアは今パリで撮影中なんだ。そのマリアだが風三郎の訃報を聞いて倒れて撮影が中断したそうだ。
節子　　ショックだったんでしょうね。
英次　　いいや、そこは女優だ。元夫の死もチャンスに変えるって訳だ。…マリアは撮影を中断したその日にフランス人の恋人と仲良くホテルに入って行くところをスクープされた。とてもはしゃいでいた姿が。
サキ　　ひどい！風三郎の死を知っていながらそんな行動取るなんて。
英次　　そういう女性さ。僕は会社に報告しなければならないんで今日は帰るけど…サキ、ゆっくり休むんだぞ。
サキ　　ありがとう。
　　　　(英次を送りに節子も共に出る)
　　　　(いつの間にか守一が立っている)

サキ　　(泣き崩れる。人目をはばからず泣く)
守一　　(ゆっくりサキの側に寄り体を起こす)
サキ　　風三郎が死んだの…(目元の化粧を気にしながら)
私、みっともないでしょう。私、ちっとも強くないんだから
(ヒックヒックと泣きながら)
守一　　なぜ悲しんでいるんですか？
サキ　　私、風三郎をずっとずっと愛していたの。
守一　　でも彼はあなたを裏切り捨てたんですよ。
サキ　　あなたは単純だわ。人生はあなたのように単純ではないのよ。もっともっと
守一　　もっと…なんですか？人生は単純にもなりえます。悪いことをしたら罰せられる、とか。
サキ　　守一、あなたって本当に…あら、いやだ、こんなに泣いちゃって。いつもはこんなことないんだけれど、どうしてかしら。不思議とあなたの前では平気なの。泣けるしわめけるしなんでも言える。多分あなたが…
守一　　単純だからですか？
(二人見合わせてクスっと笑う。電話が鳴る。)
節子　　(出てきながら)ハイ、ハイ(取る)ハイ、久留牟田です。はい、はい、少しお待ちください。(電話口を押さえ)
先生、大日本映画社の武藤様からです。
サキ　　え？オーナーの武藤さん？(電話替わる)
　　　　久留牟田です。御無沙汰しています。
　　　　ハイ、そうなんです。ゆうべ風三郎が…。私達の様な者を気にかけて下さりありがとうございます。まっ風三郎は生きながら武藤さんに抹殺されていましたけれど。はい、静かに送ってあげたいと思ってます。はい、ありがとうございます。(電話切る)
節子　　珍しい方からですね。風三郎さんのお悔みですか。
サキ　　風三郎、自殺だってねって。…死んだ人間に砂をかける様なことを平気でする男よ。
守一　　？
サキ　　私、昔、女優だったの。
節子　　それはそれはお美しくて人気があったんですよ。
サキ　　絶好調の時に自惚れて天狗になって、仕事をドタキャンして画家の卵とパリに逃避行したの。
節子　　新聞の一面にドーンと載って。スキャンダルでした。
サキ　　だけど二年もしたら持っていたお金が底をつき、恋も終わって日本に帰って来た。もちろん女優に戻れるはずはなく、英次の薦めで脚本の仕事をする様になったの。
節子　　先生は幸わせ者ですよ。なにかにつけ英次様がお力になって下さったんですから。
サキ　　でもこんな新人のささやかな仕事も武藤が邪魔をしたの。だから私、絶対にこの仕事で名を上げる！って決心したの。
守一　　オーナーの邪魔が起爆剤になったんですね。
サキ　　そうでもしなければ業界で生き残れないもの。私だけじゃないわ。マリアと離婚した風三郎は完全に干され、挙句の果てにありもしない訴訟を起こしどん底まで追い込まれ、それで銀幕の大スターだった風三郎は終わってしまったわ…
節子　　人気のある時は群がってチヤホヤしていたのにくもの子を散らす様に風三郎から離れてしまった。それなのに先生だけは見捨てず援助なさっていたんですよ。ご自分を捨てた元の夫にですよ。なかなかできることじゃないですよ。
サキ　　誉められてるのかけなされてるのかわかりゃしない。あ、もしかしたら風三郎の自殺は武藤が原因…？
節子　　武藤さんの仕業ってことですか。
サキ　　(大きくうなずく、そして下を向き目をつぶり、ゆっくりと顔を上げ)
　　　　私、人の死を願ったことはないけれど、武藤は呪い殺したくなる程、憎い卑劣な男よ。
守一　　呪い殺したくなる程…

　　　　暗転

　四場　原石
　　　　居間の電話の前で、落ち着かずソワソワしているサキ。電話の向きを整えたり線は繋っているか確めたり。

節子　　線は繋がっています。
サキ　　わかっているわよ。(と言って受話器を整える)
節子　　受話器もずれずに置いてあります。
サキ　　わかっているわよ！いちいちうるさいな！
節子　　先生、朝から何をソワソワしているんですか。まるで恋人からの電話を待っている少女のよう(笑)
サキ　　当り前でしょう。守一のカメラテストの結果を待っているんだもの。ドキドキっていうか心配っていうか…あぁ胸が苦しくなってきた。それにしても遅いわ。
　　　　(玄関のチャイムが鳴る。節子が行く。)
白沢　　サーキー
サキ　　監督？
白沢　　結果は少しでも早く伝えた方がいいと思って自らすっ飛んで来たよ。
　　　　驚いたよ！彼はカメラの中で生きている、輝いているよ！キムタク以来だよ‼
サキ　　えっ本当？やったぁ‼(節子、監督に茶を出す)
白沢　　サーキーが原石をみつけ、自宅で大事に隠し持っていた訳だ。
サキ　　私ね、初めて彼を見た時に直感があったの。普通の若者とは違うって。何か持っているって。
白沢　　サーキーの魂に響いたんだね。
サキ　　そう！目が釘づけになり胸が高鳴ったの。
節子　　危ない。
白沢　　まるで赤い糸で引き寄せられた恋人同士の様だな。
サキ　　やっぱり私の目に狂いはなかったのね。
白沢　　サーキー、彼はきっといい俳優になるよ。間違いない！
早速原石と会わせて欲しいんだが。
サキ　　ええ。すぐに。節子さん、(守一を)連れて来て。
節子　　はい。(入る)
白沢　　すぐにデビューをさせたいと思っているんだが、最初から主役とはいかない。
サキ　　もちろんですわ。
白沢　　そこでだ。サーキーに書いてもらった「愛去り」の主役の弟役っていうのはどうだ？
サキ　　監督の目にとまっただけでなく、デビュー作を用意してくださるなんて、こんな素晴らしいことはないわ！
白沢　　カメラの中の彼を見て、私も久々に血が湧き立つ様な気がしたよ。私の心をかき立てた。サーキー、一緒に彼を育てよう。

　　　　(節子が守一を連れて来る)
サキ　　守一、おめでとう！あなたのデビューが決ったわ！
守一　　…？
サキ　　白沢監督があなたを見染めたのよ！あなた、俳優になれるのよ！
守一　　俳優に？
白沢　　アハハハ、サーキーの興奮とは正反対に冷静だな。
守一君、君は映画に興味はないか？どうだ、俳優にならないか。
守一　　今までに俳優になりたいと思ったことはありませんでした。でも…
白沢　　でも？
守一　　先生がそう言うなら…
白沢　　やるか。そうか、じゃ決まりだ！
早速君に読んでもらいたい本がある。「愛去り」。
そして君の感想を聞いてみたいんだ。
君がどう感じ、どう、理解するか。
守一　　読みました。
サキ　　私が完成前に読んでもらったんです。
白沢　　なんだ、そうだったのか。じゃ話しは早い。
(白沢の携帯が鳴る)もしもし、うん、うん、そうかわかった。
(切る)すぐに戻らなくてはならなくなった。
(サキに)「はくすきのえ」の制作が延期になった。
サキ　　延期に？
白沢　　例の原作者がどうしても竹島で撮影がしたいと言っていたが会社に圧力がかかったらしい。石井がバタバタしているよ。しかしその間に「愛去り」が進められる。私達にとったらいい風が吹いたよ。
サキ　　監督、宜しくお願いします。
白沢　　ああ。じゃ(行く。)(節子、見送りに行く)

サキ　　守一、足の具合はどう？
守一　　すっかり良くなりました。ホラッ(足を叩いたり歩いたり)
サキ　　そうね。よかったわ。それでね、あなたのこの先のことを話し合おうと思っていたの。この先どうするつもり？
守一　　僕は…ここにいます。もしお邪魔じゃなかったら。
サキ　　ここにいますって…
守一　　あなたのところにいます。あなたの側に。
サキ　　あっいや、そのぉ…
守一　　僕がここにいることがお嫌なら出ていきますけど。
サキ　　嫌とかそういうことじゃなく世間体が問題よ。あなたの怪我は私にも責任があるんだから、治るまでうちに泊るのはあたり前だけど。
守一　　僕が歩けると世間体が悪いっていうわけですか。
サキ　　説明がつかなくなるわ。
守一　　誰に説明がつかないんですか。
サキ　　みんなによ。
守一　　あなたはあなたの生活をみんなに説明してまわるのですか。
サキ　　(カチンときて)あのね、私には私の生活があるし、友達も恋人もいるのよ。
守一　　英次さんですね。
サキ　　…英次だけではなく友達や仕事関係や…色々…
　　　　だからあなたがここにいると噂の種になるってこと。
守一　　あなたは僕に俳優になれと言った。そして僕がここにいることを(サキをじっと見つめ)望んでいる。
サキ　　……(自分の心を見透されて)
守一　　僕はお礼をしなくちゃ。仕事をしてお金を稼ぎます。
サキ　　お金なんかいらないわ。私は十分すぎるくらい稼いでいる。
守一　　僕はどうしてもお礼をしなくてはならない。だからここにいます。
　　　　(節子が入って来て)
節子　　英次様がいらっしゃいました。石井さんとご一緒に。
　　　　(守一部屋に行く。その守一をサキは目で追う)
節子　　どうしたんですか？
サキ　　守一、当分うちにいるって。
節子　　でしょうね。
サキ　　でしょうねって節子さんはそう思っていたの？
節子　　先生がいて欲しいと思っているんですからそうなります。
サキ　　私が？
節子　　えっ、いて欲しくないんですか？
サキ　　それが彼といるとなんかおかしくなっちゃうのよ。
節子　　危ない…それ危ないです。
　　　　(英次・石井・元岩が入って来る)
石井　　英ちゃんがサーキーの所に行くって聞いたんで便乗させてもらったよ。
サキ　　いらっしゃい。
英次　　守一くんの映画デビューが決ったって？白沢監督から連絡があって、凄い原石をみつけたって喜こんでいたよ。よかったな、サキ。これで肩の荷も下りただろう。
サキ　　ええ、まあね。
石井　　肩の荷？
英次　　サキは守一くんの怪我に責任を感じて治るまで面倒をみていたんだ。
石井　　そうだったのか。俺はまた英次がはっきりしないからサーキーが若い男に乗り替えたんじゃないかと思って心配したよ。
サキ　　あらいやだ。
石井　　それに昔は引く手あまたの英ちゃんも、最近は年のせいか品行方正のただの中年男だからな。サーキー、安心しろ、俺が保証する！
英次　　お前の保証が一番あやしい。
サキ　　それで石井さん、今日は？
石井　　よくぞ聞いてくれました。知っているかもしれないが、例の「はくすきのえ」の映画が竹島問題で制作延期になったんだけど、原作者の機嫌を損ねず丸く治めるのが大変なんだ。それでその先生の担当だった元岩ケイコ君なんだが、サーキーの担当にして鍛えてもらえるかなぁ。彼女脚本家志望なんだ。
サキ　　あら途中で担当変えるなんて珍しいわね。
石井　　実は、元岩くんも一生懸命やってくれていたのになにかにつけ当りがきつくてね。どうやら先生、(手をつけ)こっちだったらしくて。
ケイコ　元岩ケイコと申します。サーキーさんの担当になれて光栄です。お手伝いもします。宜しくお願いします。
石井　　最初は雑用でもいいから、育ててやってよ。彼女いいセンスしてると思うんだ。
サキ　　(小声で)いやに熱心じゃない。彼女のセンスに惚れた？それとも…
石井　　いいや、純粋な仕事上の関係ですよ、本当。俺達くらいの年代になると次世代を育てるって大切だよ。(英次とサキの探る目を気にして)なんか雲行きが怪しくなってきたな。じゃ、サーキー、元岩くんのこと頼むよ。
ケイコ　お願いします！
サキ　　わかりました。
石井　　じゃ今日はこの辺で(元岩を連れて帰る)
サキ　　石井さん、彼女を連れまわしてる？
英次　　あぁ、最近いつも一緒だね。元岩さん、若くて美しいし気立ても良さそうだよ。
サキ　　そうね。石井さんが夢中になるわけだわ。男は美しい女性を自分の傍に置いておきたいのね。
英次　　うん、守ってあげたくなるんじゃないかな。君も守一君の面倒をみて、俳優として道をつけてあげた。なかなかできることじゃないよ。喜びも感じるだろう。
サキ　　ええ、もちろんよ。私がこの業界で生きてきたからつけてあげられた道だしこの目に狂いはなかったっていうことでしょう。凄く嬉しいの。
英次　　これで彼も自立できるよ。
サキ　　英次、これは私からのお願いなんだけれど…
　　　　守一はデビューすることになったけれど右も左もわからない世界に入れて放り出すわけにはいかないわ。俳優として目処が立つまでウチにおいておきたいの。
英次　　(サキの目をじっと見つめ)君がそうしてあげたいなら…そうしたらいい。僕は君を信じるよ。
サキ　　英次、ありがとう。
英次　　一つ覚えておいて欲しいんだ。僕が大切に想っている君の傍に、若い男がいて、僕は気がきではないということを(笑)僕は小心者なんだ。
サキ　　あなたが？
英次　　初めて聞くがサキはどんな男性が理想なんだ？
サキ　　フランソワーズ・サガンの小説で数多く登場するポール。
英次　　ポール？どんな男だい？
サキ　　中年で優しくてハンサムな男。恋人というより父親みたいな男よ。サガンはファザコンなの。。
英次　　女はほとんどファザコンで男はマザコンだよ。
サキ　　ポールのこんな言葉があるわ。リシュールという女に言うの。
　　　　「リシュール、あなたは私のところに帰って来ますよ。私はあなたの為にあなたを愛しているのです。アントワーヌはあなたと一緒にいる為にあなたを愛しているのです。あなたの欠点を見つけて別れるでしょう。私はあなたの欠点を知っていますからね。」
英次　　恐ろしく寛大な男だね。自信満々で、リシュールを熟知している様だ。な、サキ、僕はポールみたいになれないけれど君を愛しているんだ。結婚してくれないか。
サキ　　英次……
　　　　(ガタンと節子が何か落した音)
二人　　フッ(笑う)
英次　　サキ、ポールの続きは、六本木のキャンティで聞こう。ピンクシャンパンを飲みながら。実は席をリザーヴしているんだ。
サキ　　素敵！
英次　　僕の返事も聞かなくちゃ。(車のキーを渡し)
　　　　入っていてくれ。上着は僕が持って行くよ。
サキ　　(部屋の外の節子に向って)盗み聞きは座って聞いてちょうだい。物を落さずに済むから(笑)
　　　　(英次に)節子さんは立ち聞きの名人なのよ。(行く)
　　　　サキの部屋に上着を取りに行こうとすると、守一が入ってくる。左手に「愛去り」の台本。右手に上着。
守一　　台本、落してしまった…
　　　　(右手に持った上着をゆっくり上げる)
英次　　(ビクッとしてサキの上着を受け取る)
　　　　デビュー決ったそうだね。おめでとう。
守一　　お祝いされることなのかな…ありがとうございます。
英次　　僕はサキの様に君には寛大になれない。
守一　　……
英次　　君が男だからね。それも若くて美しい。僕にないものを持っている。
守一　　(フッと笑う)僕はお礼をしたいだけです。
英次　　お礼を？
守一　　(サキ)あの人は何が欲しいのかな…
英次　　サキの欲しいものを教えてあげよう。ロールスロイスだ。
守一　　(何かが崩れる音)…(英次を見る)
　　　　英次、サキの乗っている車に向う為に行く。
　　　　守一、遠くを見つめる。

　　　　暗転

　五場　横取り
　　　　大日本映画社の武藤の部屋。立っている守一。
　　　　大きな椅子に座っている武藤。

武藤　　君が守一君か？
守一　　はい。
武藤　　久留牟田　沙樹子の家にいるって本当か？
守一　　はい。
武藤　　アハハハ、君は年上のオバサン好きか？
守一　　…(武藤を睨む)
武藤　　あぁ失敬、失敬。(携帯鳴る)
　　　　あぁ、もしもし(守一に背を向け話している)
守一　　(ブックラックから雑誌を取り座って読む)
武藤　　(携帯を切り守一を見て驚く)
　　　　君は、君はここをどこだと思っているんだ！歯医者にでもいるつもりなのか？
守一　　僕は歯医者には一度も行ったことがありません。歯医者には雑誌が置いてあるんですか。この雑誌は読むために置いてあるんじゃないですか。
武藤　　アハハハ、サーキーが興味を持つ訳だ。彼女はくだらない男が好きだからな。
守一　　……
武藤　　今日は呼びつけてすまなかったね。君と話しがしたくてね…千年に一度の美男子と。
　　　　(値踏みをする様にジロジロと見ながら)
　　　　君の出演した映画「愛去り」見たよ。ハンサムで孤独で寡黙なレーサー健介。演技はまだまだだし表情もいま一つだ。
守一　　……(悔しい)
武藤　　私の所だったら君の可能性を十二分に輝かせるんだが…
　　　　守一君、折り入って相談だ。うちにこないか。うちの専属になるってことだ。
　　　　(台本を出し)サーキーとは宿敵の脚本家が書いた作品だ。まさかサーキーに恩義があるから出られません、とか言うのかな。
守一　　いくらもらえます。
武藤　　？
守一　　僕、お金を沢山儲けたいんです。
武藤　　儲けてどうするんだ？
守一　　ロールスロイスが買いたいんです。
武藤　　ロールスロイス？アハハハ
　　　　(急に真顔になって)私が守一を買ったぞ。映画俳優として成功させてやる。
　　　　(近づいて来る)

　　　　暗転

　　　　SE　電話の鳴り響く音
　　　　明転

　　　　居間には胡蝶蘭やアレンジフラワーが沢山。もう一鉢、節子が置いている。携帯で話しているサキ。
　　　　再び電話鳴る。

ケイコ　あっ私出ます。(電話に出て)はい、久留牟田です。はい、お待ち下さい。
　　　　先生、東高映画の島村様からです。
サキ　　(携帯を切って)あっ島村さん。ありがとうございます。はい、そうです。守一です。そうですか？嬉しいわ。今後共宜しくお願いいたします。はい失礼します。
　　　　(電話切る)ああ耳が腫れそう。
節子　　先生、とても嬉しそうですよ。
サキ　　はい、とても嬉しいですわ(笑)
ケイコ　「愛去り」が４つの賞を取ったんですよ。作品賞、監督賞、脚本賞、新人賞、凄いですよね。
サキ　　私だって愛情込めて書いた脚本だもの、賞をいただけて嬉しいけれど、守一のデビュー作がこんなにヒットして、守一が賞をいただけるなんて最高。
新人賞よ、新人賞。主役の弟役だった守一を、白沢監督が主役に抜擢したのがよかったのよ。それもメガホンを取っている途中でよ。
ケイコ　守一さんのオーラに主役の俳優が嫉妬して降板したのがターニングポイントでしたね。一時は石井プロデューサー、円形脱毛できていましたけれど(笑)
サキ　　本当？
ケイコ　それが話題になって封切り前から注目されていて。その上レーサー健介役に守一さんがぴったりでした。むしろ守一さんそのものでしたね。
節子　　ついこの間まで足を引き摺っていた守一さんが銀幕のスターになるなんて…
サキ　　まだデビュー作だからね。次が肝心よ。
節子　　私守一さんのパンツを洗っていたって自慢します。
サキ　　あんないやらしい下着をって泣いて怒っていたくせに。
ところで守一は？
節子　　昼過ぎにお出かけになりましたよ。
サキ　　どこへ行ったのかしら。
ケイコ　大日本映画社の武藤さんの所じゃないですか。お電話がありましたから。
サキ　　武藤が守一に？もしかしたら守一を専属にしようとしているんじゃないかしら。そうよ、そうに決っている…
節子　　先生が手塩にかけて育てた守一さんを横取りするつもりですか。
ケイコ　そんなのひどいわ。守一さんに専属契約はしない様に言ったらどうですか。
サキ　　だけど武藤は業界のドンよ。逆らえないわ。私が反対したら会社がどんな仕打ちをされるか。白沢監督にも石井さんにも英次にも迷惑がかかる…悔しいけれど仕方ないわ。

　　　　(守一が帰って来る。)
節子　　お帰りなさい。
ケイコ　守一さん、武藤さんの所に行ったんですか。
守一　　うん。
サキ　　それで？
守一　　専属契約をしようって。あの人偉そうに言うんだ。
サキ　　やっぱり。それで？
守一　　はい、これ。(車のキーを渡す)
サキ　　ロールスロイス？
守一　　あなたが欲しいっていっていたから。お礼です。
サキ　　どうしたの？
守一　　ロールスロイスの頭金になるくらいくれたら契約するって言ったんです。
サキ　　私の為に契約したっていうの？
守一　　はい、あなたが喜んでくれると思って。
サキ　　守一…
守一　　大丈夫。あなたの武藤さんに対する気持ちは知ってますから。(何かが崩れる音)
僕出かけます。
サキ　　守一、守一！

　　　　暗転

　六場　ドンの死
　　　　サキ宅の居間で、石井が映画の脚本を依頼している。
　　　　ケイコ、同席している。

石井　　ありがたいな。「めぐりあい」を、日本を舞台にしてリメイクするのは俺にとって念願だったんだ。サーキーが書いてくれるなら心強いよ。これで大日本映画に殴り込みっていう気分だな。
サキ　　私もいつも以上に頑張るわ。任せておいて。打倒武藤。
　　　　(ケイコに)「めぐりあい」って見たことある？
ケイコ　あぁ「めぐりあい」の映画、たくさんありますね。私は一九九四年のウォーレンベティのを見ました。
サキ　　それだけ？
ケイコ　はい。
サキ　　あら残念！一九三九年の「めぐりあい」をリメイクした一九五七年のケイリーグラントとデボラカーのがいいのよ。見た女はみんな大泣きするの。
　　　　偶然にめぐり逢う二人には既に互いに婚約者がいた。その婚約者と清算して半年後にエンパイヤステートビルの屋上で会う約束をしたが彼女は来なかった。運命は、二人を再会させるが…。
ケイコ　いやだ…それだけで泣いちゃいそう。
石井　　人を苦しめたらしっぺ返しが来るんじゃないかな。二人共婚約者を苦しませたからな。
ケイコ　(電話が鳴る)はい、久留牟田です。あっお待ち下さい。
　　　　先生、先生の携帯、電源切れているそうです。
サキ　　あっ、又、やっちゃった。(替わる)英次？ごめんなさい。昨日は守一もいなかったし明け方近くまで書いていたからゆっくり眠むろうと思って電源切ってたの。それなのに石井さんに起こされちゃったけどね(笑)
　　　　えっ？なに？武藤さんが？
石井・ケイコ　(どうした？)
サキ　　わかったわ。待っている。(切る)
　　　　大日本映画の武藤さんが亡くなったって…
石井　　えっ？亡くなった？あのドンが？殺したって死なない様な武藤が死んだなんて信じられないな。心臓かな。
サキ　　詳しいことはそっちで話すって。英次が向っているわ。
石井　　もし殺されたとしたら、武藤に恨みを持っている奴は五万といるから容疑者の取り調べは大変だなぁ。
ケイコ　なんだか石井さん、嬉しそうですね。
石井　　ううん、人の死を喜こんではいませんよ。心からお悔み申し上げます。だけど折角殴り込もうと張り切っていたのになぁ。振り上げた拳、どうするんだよ。
ケイコ　武藤さんがいなくなったら守一さんはどうなるんですか。
石井　　ん？専属とはいえ、交渉次第でこっちの作品に出せるかも…な。ケイコ、冴えてるな！
サキ　　ケイコ…？
石井　　(あっやばい…)
節子　　(入って来て)英次様がいらっしゃいました。
　　　　(英次入る)
石井　　武藤はなんで死んだんだ？心臓か？

英次　　新宿二丁目にあるゲイ専門のクラブがあって、武藤はそこの常連だったらしい。
サキ　　えっゲイだったってこと？
英次　　(うなづき)その特別クラブでドアノブに紐を通して首つり状態で発見された。昨晩だ。
石井　　自殺か？まさか他殺か？
英次　　警察は両面で調べているらしいが、どうやら武藤紐で縛るプレイを楽しんでいたらしく、プレイ中の事故じゃないかって。
石井　　ご本人は快楽の途中で逝ったんだから本望だったんじゃないの？
英次　　かもな。しかし撮影は止まるし、スケジュール変更に現場は大変らしいぞ。
　　　　(守一帰って来る)
サキ　　お帰り。武藤さんの事、聞いた？
守一　　ええ、もちろん。それで今日の撮影中止になったんです。
サキ　　折角、専属契約したのに。
守一　　それはどうでもいいこと…。車の頭金が欲しかっただけです。昨晩飲みに行ってそのまま撮影所に入ったから今日は、寝ます。おやすみなさい。
サキ　　お付き合いも程々にしなさいよ。体、壊すわよ。
守一　　はい(自分の部屋へ行く)
石井　　アハハハ、まるで母親だな。
サキ　　そう、大きなわがまま坊やよ。
石井　　じゃ早速会社に戻って「めぐりあい」に守一君が出演する交渉の件、上に提案してみるよ。メガホンは白沢監督、脚本はサーキー、プロデューサーは俺、主演はもちろん守一君。
「愛去り」以来の最強タッグだ。ワクワクしてきたよ。
英ちゃん、サーキーとの愛の語らいは夜にして
俺を会社に送ってよ。元岩くん、行こう。
英次　　ここにも大きなわがまま坊やがいたぞ。
サキ、大丈夫か？
サキ　　どうぞ、ごゆっくり。
　　　　(英次・石井・ケイコ、行く)
　　　　(外で節子が誰かと話している)
節子　　ですからこちらで少々お待ち下さい。ただいまうかがってきますから。あら勝手に上がらないで下さい。困ります。お待ち下さい‼お客様‼お客様‼
　　　　(サキ、玄関の騒しい様子を聞いている。すると白百合マリアが入って来る)
サキ　　マリアさん…
マリア　ちょっといいかしら(と言いながらあたり前の様に座る)
サキ　　ええ…
マリア　ご無沙汰ね。武藤さんの葬儀に出席する為にパリから戻ってきたの。風三郎のことではいろいろとお世話になったようで。
サキ　　いいえ、私なんか。英次が…英次さんがいろいろと動いたのよ。
マリア　そう。
サキ　　……
マリア　私、空港からそのまま風三郎の家に行って遺品を見てきたの。そしたら私がプレゼントしたカルティエのライターやダイヤのカフスとか、他にもあったんだけど見つからないのよ。
　　　　(サキを見て)あなた知らない？
サキ　　なんで私が…？私は知らないわ。
マリア　あなたが処分したのかと思ったわ。
サキ　　なんで？
マリア　あなたしかいないでしょう。だって風三郎の遺体確認もあなたがしたんだもの。
サキ　　私だってお断わりしたわ。でもマリアさんが帰ってこなかったから。
マリア　じゃ私のせいだっていうの？私が確認しなかったから遺品を勝手に処分したっていうの？
サキ　　私は、私は、あなたと別れた後のボロボロになった風三郎に生活援助をしていただけよ。
　　　　(守一が入ってきて)
マリア　あなたが守一さん。(天使の様な笑顔)
守一　　(何も答えず、サキに近寄り)大丈夫ですか。
サキ　　…ええ。
マリア　(ムッとして)何様のつもり！まったく無礼だわ！そこのお若いの。ちょっと有名になったからといって思い上がらないことね！
　　　　いいことサーキー。遺品の件はちゃんと調べさせてもらいますからね。覚悟してよ！(出て行く)
守一　　あれが白百合マリアですか？これからめんどうなことが起こりそうです…僕がなんとかしますから。(何かが崩れる音)
サキ　　いいえ、大丈夫。私は大丈夫よ。あなたは気にしないで自分の仕事をしてちょうだい。
守一　　何故僕に頼らないんですか？僕は、役立たずですか。あなたを助けることはできないんですか。
サキ　　守一、あなたは私の側にいてくれるだけでいいの。それだけで私は満足なの。
守一　　僕は幻ですか…？

　　　　暗転




　七場　マリアの死
　　　　自宅近くの暗い道で携帯で話しているサキ。
サキ　　もしもし、私。今試写会の帰りなの。そこで聞いたんだけど、マリアが死んだわ。事故死ですって。今朝、マリアの別荘付近で、カーブでハンドルを切りそこねて１００ｍ下の谷に車ごと落ちて…。
　　　　ね…どうしてこうも立て続けに３人も死んだの？私の周りの人、３人よ。こんなことってあるかしら。次は私の様な気がする、きっと私よ。英次、私、恐いわ。だからお願い。早く来て。
　　　　(携帯を切り目をつぶり祈る様に。すると誰かが後ろからサキの肩を抱いた)
サキ　　ヒィーーー！
守一　　あなたは死にません。
サキ　　(ゆっくり後ろを見ると無表情の守一が)
　　　　…驚ろいた…(笑って誤魔化しながら)なんだ、守一だったのね。いつからここに？
守一　　たった今…です。
サキ　　そう…
守一　　……
サキ　　守一、何故私は死なないの？
守一　　あなたは温かい人間だからです。それにあなたは“許されないこと”をしていないからです。
サキ　　許されないこと…？
守一　　(口の中でブツブツと。)
サキ　　そんなことないわ。私は人を傷つけてばかりよ。
守一　　(突然大きな声で)彼らは許されない人間なんです。
サキ　　守一…どうしたの…ね、守一…？
守一　　あいつらは死ぬべきだ、死ぬべきだ…
サキ　　あなた今夜はおかしいわ。私、先に行く…わ。

　　　　(サキ、恐くなり小走りで家へ)
暗転

　　　　自宅居間で英次とサキが話している。

サキ　　最近の守一はなんか…おかしいのよ。
　　　　おかしいというより…恐いの。
英次　　恐い？
サキ　　守一がこの家に来て少し経った頃、私、風三郎の話しをしたの。私を捨ててマリアと結婚した酷い男だって。それから間もなくして風三郎が自殺したの。
英次　　…
サキ　　武藤は新人の私の仕事の邪魔をしたり、呪い殺したくなる程憎い男だって言ったの。それからすぐに守一と専属契約を結びそして死んだわ。
英次　　…サキ
サキ　　その武藤の葬儀に出席する為に帰国したマリアがうちに来て、風三郎の遺品を私が勝手に処分したんじゃないじゃないかって言いがかりをつけに来たの。すぐにマリアは事故を起して死んだ。マリアの事は僕がどうにかするって、守一言ったのよ。ね、英次、偶然にしてはおかしくない？
英次　　落ち着くんだ、サキ。
サキ　　これが落ち着いていられる？３人の死に守一が関係しているかもしれないのよ。
英次　　たとえば風三郎の事だが、君は自殺などする人じゃない、と言っていたが、彼は相当困窮していた様だ。長年の貧困から正常な判断は出来なかったと思う。
サキ　　…
英次　　武藤はゲイ仲間の間でも性癖の悪さは有名だったし、マリアはアル中だ。
サキ　　英次、お願い。私の感を信じて。
英次　　わかっているよ。だけど彼は君を信頼している。
　　　　君になにかをする事はないと思うよ。
ただ細心の注意を払い、彼を刺激しないことだ。
わかったかい。大丈夫、僕がついている。
サキ　　ええ……
英次　　もし彼が手を下したとしたら次は僕だ。サキじゃない。(ニコッと笑ったが、顔がゆがみ背中を押さえる)
サキ　　どうしたの？痛いの？
英次　　いいや大丈夫。
　(守一が帰って来る)
サキ　　あ、お帰りなさい。お腹空いていない？節子さんに
守一　　食事は済ませてきました。
英次　　サキも仕事が立て込んでいたから疲れが溜っているんじゃないか？今日は早く休んだ方がいい。
サキ　　ええ、そうするわ。じゃ…おやすみなさい。(部屋に行く)
守一　　英次さんも疲れているんじゃないですか。
英次　　次の映画の準備にね。さてと
守一　　一杯付き合ってくれませんか。
英次　　生憎だが車だ。
守一　　酔いを醒してから帰ればいいじゃないですか。
　　　　(と言いながらグラスにウイスキーを注ぎ)
英次　　じゃ…一杯だけ頂こう。
英次　　マリアが死んだ…車の事故だそうだ。
守一　　……そうですか(淡々と)
英次　　驚ろかないのかい？
守一　　人は誰でも死ぬんです。遅かれ早かれ。
英次　　確かに。
　　　　僕はずい分長い間君に嫉妬していたよ。だってそうだろう。大事にしている女性の傍に若くて美しい男が居るんだから、気がきじゃないよ。
守一　　フフッ
英次　　しかし最近は違うんだ。もしかしたら君が彼女を守ってくれているんじゃないかなって。
守一　　……
英次　　君が彼女の周りの酷い奴らを排除してくれているんじゃないかってね。(目をそらし飲む)
守一　　(英次をじっと見る)
英次　　(守一を見て)違うかな？
守一　　そうです。
英次　　……！君が、君が手を下したのか？
守一　　……
　　　　(英次の顔が歪み倒れ苦しむ。)
守一　　英次さん！英次さん！
　　　　先生‼先生‼節子さん！
サキ　　(入ってきて倒れている英次にかけ寄り)
　　　　英次！英次‼どうしたの？英次‼
　　　　(立っている守一を見て)守一、あなた何をしたの？
　　　　英次に何をしたのよ‼
　　　　節子さん救急車！救急車を呼んで。
節子　　(節子あわてて入って来て)は、は、はい！
　　　　(守一かけだして出て行く)
　　　　遠くから救急車の音

　　　　暗転

八場　幻
　　　　真っ暗い居間に、真っ白いシャツにズボンの守一が床に座っている。そこに疲れた体を引き摺る様にサキが帰って来る。真っ暗なまま上着とバッグをソファに置き、自分も座わる。大きな溜息。
　　　　床に座っている守一に気付く。
サキ　　あら、守一、いたの？こんな暗い中じゃ(電気を付けようと)
守一　　付けないで。このままでいいんだ。
サキ　　そう(ソファに座わる)
守一　　英次さんは？
サキ　　心筋梗塞ですって。処置が早かったから助かったわ。
守一　　そうですか。
サキ　　私、守一に謝らなくてはいけないわ。英次が倒れた時気が動転して守一のせいにした。ごめんなさい。
守一　　フ(淋しく笑う)
サキ　　むしろ守一が飲ませたウィスキーのお影で心臓が動いてくれたって。英次を助けてくれてありがとう。
守一　　僕が人を助けた？初めてだ。
サキ　　ううん、初めてじゃないわよ。守一はいつも私を助けてくれているのよ。
守一　　僕があなたを助けてる？
サキ　　私が仕事に行き詰って書けなくなると、君は出来る、君なら出来る、頑張れって励まされ、自分にムチ打ってやってきていた。身の丈以上の事をガムシャラにね。だから男に頼らない、甘えない、負ないって肩肘張って無理していた。それがね、守一は、あなたはあなたのままでいい、あなたのやりたいようにやったらいいって言うでしょう。あぁそうか、それでいいんだって。つまり私が私のままでいいってことを守一が気付かせてくれた。長い間苦しんでいた私を救ってくれた。英次のことだってそう。
　　　　ずいぶん前からプロポーズされていたけれど、結婚って男に頼る様な気がして決めかねていたけれど、英次は私にとって大切な存在だって気付いた。これも守一のお影かな。
守一　　僕は人を助ける様な役に立つ様な人間じゃない。誰からも必要とされていないんだ。
　　　　僕が養子に入った養父母は、修理会社を継いでくれれば、僕じゃなくてもよかったんです。だから僕がレーサーになりたいって言ったら、
　　　　こんなはずじゃなかった、計算違いだって…。
　　　　修理の仕事だって、車が直れば誰でもいいんだ。僕がそこにいようがいまいが誰も気にしない。僕が悪いことをしようが誰も気付かない。僕は幻の様な人間なんです。
サキ　　守一、私、一つ聞きたかったんだけど…数ヶ月間で私の知り合いが３人も死んだわ。もしかしたら…あなたが…？
守一　　(サキをじっと見つめ薄い微笑)
サキ　　(驚ろいて、氷つく)…どうして…どうしてなの？
守一　　あなたを苦しめたから。
サキ　　そ、それは私の為ってこと？
守一　　(うなづく)
サキ　　なんてことを…(涙が溢れてくる)
　　　　どんなことがあっても、どんな理由があっても人を殺すなんていけないことよ。だってそうでしょう。人殺しなんて…。守一、警察に行きましょう。
守一　　(首を横に振る)
サキ　　じゃ、私はこれから先ずっと人殺しと一緒にいるっていうことよ。どうしたらいいの？
守一　　僕はあの時、ドラッグを沢山飲んで死のうと思ったんです。あの夜気分は上々でまるで天国を歩いているような感じで…。そこへ２つの目が近づいてきて…
　　　　でも僕は死ななかった。
　　　　そして目を開けた時にあなたの顔がそこにありました。僕は女神かと思った。脚が治るまで家で面倒を見てくれ、脚が治ってもなにかと気にかけ、俳優という仕事まで導いてくれた。僕はあなたにお礼してから死のうと思った…のに…死ねない…死ねなかったんだ。何故だ…何故なんだ。愛？これが…？
　　　　僕はあなたを愛しているんだ、それに気がついたんです。これまで人に愛されたことも愛したこともなかったのに、もしこの気持ちがそうであれば確かに僕はあなたを愛しているんです。
サキ　　…守一…
守一　　だからあなたを悲しませる人、苦しませる人を排除したかった、あなたを守りたかったんだ！
　　　　風三郎は、この近くのホテルにあなたが会いたがっていると言って呼び出しました。
　　　　武藤は、専属契約後、僕をもて遊んだ。僕は武藤の誘いにのってクラブに行きました。
　　　　マリアの時は、夜中に車輪のボルトをゆるめました。
サキ　　やめて！やめて！
　　　　あなたが人を殺して、私が喜ぶと思う？私は悲しいのよ…こんなに悲しいのよ、守一！
守一　　……僕があなたを一番悲しませたの？
サキ　　(守一の顔を見つめる)
守一　　じゃ僕は神様の罰が当たるね……
サキ　　(守一を優しく抱きしめ)お願い、守一、もう人を殺さないで。わかったでしょう。人を殺してはいけないの。
　　　　あなたは長い間悪い夢を見ていたのね。守一、私が一緒にいるから、一緒に苦しみましょう。一緒に罪をつぐないましょう。
守一　　(淋しく微笑)あなたはやっぱり女神だ…
　　　　(顔を歪め低くうなる)うう…
サキ　　どうしたの？どこか痛いの？
　　　　(床に座り、守一をひざ枕をしてやり背中を優しく叩く)
　　　　こうしていてあげるから休みなさい。
守一　　…ごめんなさい…ごめんなさい……
サキ　　(涙が溢れてくるが守一の背中を優しく叩き続ける)

　　　　暗転

　　　　SE　携帯の音で明転。
　　　　サキ、床で横になっていたが携帯の音で目を覚まし、携帯に出る。

サキ　　はい、はい、私が久留牟田沙樹子ですが。
　　　　はい？え？………(守一)
　　　　(携帯をゆっくり下げる。
　　　　SE　もしもし、もしもし、久留牟田さん、もしもし
　　　　　　プツン、ツー、ツー、ツー、切れた音)
節子　　あら、先生お帰りでしたか？
　　　　こんなに真っ暗い中で(電気を付ける)
　　　　どうなさったんですか？
サキ　　守一が、守一が……死んだって…
節子　　えっ？
サキ　　バイクが転倒して…救急隊がかけつけた時は既に意識がなかったけれど、救急車の中で一瞬意識が戻って「罰が当たっちゃった…ごめんなさい」って言ったって。それでそのまま…(泣く)
　　　　守一を殺したのは私よ！私が、私が英次の倒れたことを守一のせいにしたの。だから守一はショックを受けてバイクに乗って事故を起した…
　　　　守一を殺したのは…私よ…
節子　　先生、先生！しっかりして下さい！
用意をしてすぐに病院に行きましょう(節子入る)

サキ　　守一…守一…
　　　　私に会いに来てくれたのね。あなたは自らの死をもって罪をつぐなったの？
　　　　私達は、世間から逸脱した愛ではあるけれど、私と守一の中では確かに存在していた。
　　　　(部屋の中を見回し)守一、あなたはここで生きていたの。幻なんかじゃない、確かに生きていた。私の中で今までもこれからも生きている。
　　　　私ね、あなた主演の映画の脚本を書いていたの。題名は“サキモリ”
　　　　サキを守る守一という意味を込めて。飛鳥時代の防人の恋愛物語よ。なにか形として残したかったのかも。
あと少し、あと少しで書き上がるところだったのに。
守一が読んだら
なんと言うかしら…フフ
これは私と守一の未完の作品としてずっとあたためておくわ。
守一…守一
　　　　　サキ、守一への気持ちを心の奥にしまう。
　　　　　照明が変わり守一が昇天した様な明り。
　　　　　曲、大きくなりサキの目から涙が溢れる。

　　　　　　　完
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